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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報を表示する表示部と、
　前記表示部が表面に設けられる筐体とを備え、
　前記筐体の前記表示部が設けられる表面とは反対側の表面には、少なくとも一方端部側
に他方端部側よりも厚みの大きい支持部分が一体的に設けられており、
　前記支持部分は、前記筐体および前記表示部を立てた状態では底部支持部を構成するこ
とにより前記筐体を支持可能であるとともに、前記筐体および前記表示部を寝かせた状態
では、前記筐体および前記表示部を載置面に対して所定の角度傾斜させた状態で前記筐体
を支持可能なように構成されている、携帯情報表示端末。
【請求項２】
　前記支持部分は、前記筐体の第１方向の端部近傍に設けられ、前記筐体および前記表示
部の第１方向を横向きにした状態で前記筐体を手で把持するための把持部分を構成可能な
第１支持部分を含む、請求項１に記載の携帯情報表示端末。
【請求項３】
　前記第１支持部分は、前記筐体の第１方向の両端部近傍に設けられている、請求項２に
記載の携帯情報表示端末。
【請求項４】
　前記第１支持部分は、前記筐体の他方端部側から一方端部側に向かって徐々に厚みが増
加するように設けられている、請求項２または３に記載の携帯情報表示端末。
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【請求項５】
　前記支持部分は、前記筐体の第１方向と略直交する前記筐体の第２方向の一方端部近傍
に設けられた第２支持部分を含む、請求項１～４のいずれか１項に記載の携帯情報表示端
末。
【請求項６】
　前記第２支持部分は、前記筐体の第２方向の一方端部近傍から突出する凸形状部を含む
、請求項５に記載の携帯情報表示端末。
【請求項７】
　前記第２支持部分を構成する凸型形状部は、内部に電池を収納可能なように構成されて
いる、請求項６に記載の携帯情報表示端末。
【請求項８】
　前記表示部は、使用状態に応じて表示の方向を変更可能に構成されている、請求項１～
７のいずれか１項に記載の携帯情報表示端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、携帯情報表示端末に関し、特に、表示部と表示部が設けられる筐体とを備
える携帯情報表示端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、表示部と表示部が設けられる筐体とを備える携帯情報表示端末が知られている（
たとえば、特許文献１参照）。
【０００３】
　上記特許文献１には、液晶表示部と、液晶表示部が表面に設けられるケース（筐体）と
を備える携帯型液晶表示装置（携帯情報表示端末）が開示されている。上記特許文献１に
よる携帯型液晶表示装置には、ケースの液晶表示部が設けられている表面と同じ表面から
ケースの液晶表示部が設けられている表面と直交する方向に突出するとともに、ケースと
一体的に形成された突出部が設けられている。この突出部は、液晶表示部を立てた状態で
ケースを支持可能に構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－１２２５６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１による携帯型液晶表示装置（携帯情報表示端末）では、
ケース（筐体）と一体的に形成された突出部により液晶表示部を立てた状態でケースを安
定して支持可能でかつ立てた状態で使用可能である一方、液晶表示部を寝かせた状態で突
出部により携帯型液晶表示装置を支持する場合には、液晶表示部が載置面側に位置するた
め携帯型液晶表示装置を使用することができないという問題点がある。
【０００６】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の１つ
の目的は、少なくとも立てた状態および寝かせた状態の両方の状態で安定して支持可能で
かつ使用可能な携帯情報表示端末を提供することである。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【０００７】
　この発明の一の局面による携帯情報表示端末は、情報を表示する表示部と、表示部が表
面に設けられる筐体とを備え、筐体の表示部が設けられる表面とは反対側の表面には、少
なくとも一方端部側に他方端部側よりも厚みの大きい支持部分が一体的に設けられており
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、支持部分は、筐体および表示部を立てた状態では底部支持部を構成することにより筐体
を支持可能であるとともに、筐体および表示部を寝かせた状態では、筐体および表示部を
載置面に対して所定の角度傾斜させた状態で筐体を支持可能なように構成されている。
【０００８】
　この一の局面による携帯情報表示端末では、上記のように、筐体の表示部が設けられる
表面とは反対側の表面に、少なくとも一方端部側に他方端部側よりも厚みの大きい支持部
分を一体的に設けることによって、筐体および表示部を寝かせた状態の場合に、筐体の表
示部が設けられる表面とは反対側で支持部分が筐体を支持するので、表示部が載置面に対
して一方端部側が高くなるように所定の角度傾斜しかつ表示部が上方（ユーザ側）を向い
た状態で安定して筐体を支持することができる。また、筐体および表示部を立てる場合に
、筐体の一方端部側の支持部分を底部支持部として構成することによって、底部支持部と
した筐体の一方端部側の支持部分により、筐体の一方端部側を載置面に載置した状態でか
つ表示部を立てた状態で筐体を支持することができる。これにより、少なくとも立てた状
態および寝かせた状態の両方の状態で安定して支持可能でかつ使用可能な携帯情報表示端
末を得ることができる。
【０００９】
　上記一の局面による携帯情報表示端末において、好ましくは、支持部分は、筐体の第１
方向の端部近傍に設けられ、筐体および表示部の第１方向を横向きにした状態で筐体を手
で把持するための把持部分を構成可能な第１支持部分を含む。このように構成すれば、ユ
ーザは、筐体および表示部を立てた状態、および、筐体および表示部を寝かせた状態のみ
ならず、筐体の第１支持部分を手で把持した状態で携帯情報表示端末を操作することがで
きる。
【００１０】
　上記第１支持部分が設けられた携帯情報表示端末において、好ましくは、第１支持部分
は、筐体の第１方向の両端部近傍に設けられている。このように構成すれば、筐体の第１
方向の両端部近傍に設けられた２箇所の第１支持部分を両手で把持することにより、ユー
ザは安定した状態で携帯情報表示端末を把持することができる。
【００１１】
　上記第１支持部分が設けられた携帯情報表示端末において、好ましくは、第１支持部分
は、筐体の他方端部側から一方端部側に向かって徐々に厚みが増加するように設けられて
いる。このように構成すれば、筐体および表示部を寝かせた場合に、筐体の他方端部側か
ら一方端部側に向かって徐々に高くなるように、筐体および表示部を載置面に対して所定
の角度傾斜させた状態で筐体を支持することができる。
【００１２】
　上記一の局面による携帯情報表示端末において、好ましくは、支持部分は、筐体の第１
方向と略直交する筐体の第２方向の一方端部近傍に設けられた第２支持部分を含む。この
ように構成すれば、筐体の第２方向の一方端部近傍に設けられた第２支持部分により、筐
体および表示部を立てた状態、および、筐体および表示部を寝かせた状態の両方で、筐体
を支持することができる。
【００１３】
　上記第２支持部分を含む支持部分を備える携帯情報表示端末において、好ましくは、第
２支持部分は、筐体の第２方向の一方端部近傍から突出する凸形状部を含む。このように
構成すれば、筐体の第２方向の一方端部近傍から突出する凸形状部により、筐体および表
示部を寝かせた場合に、筐体の第２方向の一方端部が高くなるように、筐体および表示部
を載置面に対して所定の角度傾斜させた状態で筐体を支持することができる。
【００１４】
　この場合において、好ましくは、第２支持部分を構成する凸型形状部は、内部に電池を
収納可能なように構成されている。このように構成すれば、第２支持部分を、筐体を支持
する支持部分および電池収納部として兼用することができる。また、凸型形状部を、内部
に電池を収納可能なように構成することによって、表示部および筐体を立てた状態で携帯
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情報表示端末を載置面に載置した場合に、重量物である電池が収納された第２支持部分が
載置面近傍に位置するので、筐体および表示部を立てた状態における携帯情報表示端末の
重心を載置面側に下げることができる。これにより、筐体および表示部を立てた状態でも
、より安定して筐体を支持することができる。
【００１５】
　上記一の局面による携帯情報表示端末において、好ましくは、表示部は、使用状態に応
じて表示の方向を変更可能に構成されている。このように構成すれば、筐体および表示部
の向きや状態などの使用様態に応じて表示方向を変更することができるので、使用様態に
適した方向の表示を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態による携帯情報表示端末の液晶表示部側の構成を説明するた
めの全体斜視図である。
【図２】図１に示した携帯情報表示端末のフレームの液晶表示部が設けられている表面と
は反対側の表面側の構成を説明するための全体斜視図である。
【図３】図１に示した携帯情報表示端末の長手方向を横向きにして携帯情報表示端末が把
持された際の状態を示した斜視図である。
【図４】図１に示した携帯情報表示端末の長手方向を縦向きにして携帯情報表示端末が把
持された際の状態を示した斜視図である。
【図５】図１に示した携帯情報表示端末の液晶表示部が設けられている表面側を示した斜
視図であって、フレームおよび液晶表示部を立てた状態を示した斜視図である。
【図６】図１に示した携帯情報表示端末の液晶表示部が設けられている表面とは反対側の
表面側を示した斜視図であって、フレームおよび液晶表示部を立てた状態を示した斜視図
である。
【図７】図１に示した携帯情報表示端末の長手方向の一方側から見た斜視図であって、フ
レームおよび液晶表示部を寝かせた状態を示した斜視図である。
【図８】図１に示した携帯情報表示端末の短手方向の一方側から見た斜視図であって、フ
レームおよび液晶表示部を寝かせた状態を示した斜視図である。
【図９】図１に示した携帯情報表示端末の長手方向の他方側から見た斜視図であって、フ
レームおよび液晶表示部を寝かせた状態を示した斜視図である。
【図１０】図１～図９に示した一実施形態の変形例による携帯情報表示端末の突起部を説
明するための斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明を具体化した実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１８】
　まず、図１～図９を参照して、本発明の一実施形態による携帯情報表示端末１の構成に
ついて説明する。
【００１９】
　図１および図２に示すように、本発明の一実施形態による携帯情報表示端末１は、情報
を表示する液晶表示部１０（図１参照）と、液晶表示部１０が表面に設けられるフレーム
２０とにより主に構成されている。なお、液晶表示部１０は、本発明の「表示部」の一例
であり、フレーム２０は、本発明の「筐体」の一例である。この携帯情報表示端末１は、
ユーザにより把持された状態（図３および図４参照）で使用可能に構成されているととも
に、フレーム２０および液晶表示部１０を立てた状態（図５および図６参照）、および、
フレーム２０および液晶表示部１０を寝かせた状態（図７～図９参照）でも使用可能に構
成されている。
【００２０】
　具体的には、この携帯情報表示端末１は、インターネット接続可能に構成されており、
インターネット接続をすることによりメール、ビデオチャット、ボイスチャットおよびＩ
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Ｐ電話などを使用可能に構成されている。また、携帯情報表示端末１は、インターネット
接続をしていない場合にも、オーディオ機器類（図示せず）のリモコンとして機能すると
ともに、携帯情報表示端末１自身をオーディオビジュアル機器として使用可能に構成され
ている。また、携帯情報表示端末１は、たとえば、フレーム２０および液晶表示部１０を
立てた状態（図５および図６参照）では、デジタルフォトフレームおよび監視装置などと
しても使用可能である。
【００２１】
　液晶表示部１０は、図１に示すように、タッチパネル機能を有しており、ユーザが液晶
表示部１０に表示された操作ボタンを押下することにより、アプリケーションに従った操
作が可能なように構成されている。また、液晶表示部１０は、フレーム２０および液晶表
示部１０を立てた状態（図５および図６の状態）、寝かせた状態（図７～図９の状態）お
よびユーザにより把持された状態（図３および図４の状態）などの携帯情報表示端末１の
使用状態に応じて、表示の方向を変更可能に構成されている。具体的には、フレーム２０
の内部には、フレーム２０および液晶表示部１０の姿勢（載置状態）を検知する姿勢検知
センサ（図示せず）が設けられており、液晶表示部１０は、検知されたフレーム２０およ
び液晶表示部１０の姿勢（載置状態）に従った適切な表示方向で情報を表示するように構
成されている。
【００２２】
　また、液晶表示部１０の長手方向（Ｘ方向）の矢印Ｘ１方向側の側端部の側方における
フレーム２０の表面には、カメラユニット１１が設置されている。このカメラユニット１
１は、たとえば、ユーザにより把持された状態で携帯情報表示端末１を使用する場合など
に、ビデオチャット時の画像を入力する機能を有する。また、カメラユニット１１は、フ
レーム２０および液晶表示部１０を立てた状態（図５および図６の状態）では、監視カメ
ラおよび明るさを検知するセンサなどの機能を有する。
【００２３】
　また、カメラユニット１１の矢印Ｙ２方向側（フレーム２０の短手方向（Ｙ方向）の矢
印Ｙ２方向側）の側方には、マイクユニット１２が設置されている。このマイクユニット
１２は、たとえば、ボイスチャット、ビデオチャットおよびＩＰ電話時などの音声を入力
する機能を有する。また、マイクユニット１２は、ボイスメモの音声を入力するとともに
、監視装置として使用する際には、異常音を検出するセンサとしての機能も有する。
【００２４】
　また、フレーム２０は、図１および図２に示すように、樹脂により形成されている。フ
レーム２０の液晶表示部１０が設けられている表面とは反対側の表面には、複数の突起部
２１、２２および２３が一体的に設けられている。なお、突起部２１および２２は、本発
明の「支持部分」および「第１支持部分」の一例であり、突起部２３は、本発明の「支持
部分」、「第２支持部分」および「凸形状部」の一例である。
【００２５】
　ここで、本実施形態では、図２に示すように、突起部２１は、フレーム２０の長手方向
（Ｘ方向）の矢印Ｘ１方向側の端部近傍にフレーム２０の短手方向（Ｙ方向）に延びるよ
うに設けられている。また、突起部２２は、フレーム２０の長手方向（Ｘ方向）の矢印Ｘ
２方向側の端部近傍にフレーム２０の短手方向（Ｙ方向）に延びるように設けられている
。すなわち、突起部２１および２２は、フレーム２０の長手方向（Ｘ方向）の両方の端部
近傍に設けられ、フレーム２０および液晶表示部１０の長手方向（Ｘ方向）を横向きにし
た状態でフレーム２０をユーザの手で把持するための把持部分を構成している。なお、フ
レーム２０の長手方向（Ｘ方向）は、本発明の「第１方向」の一例であり、フレーム２０
の短手方向（Ｙ方向）は、本発明の「第２方向」の一例である。
【００２６】
　また、本実施形態では、図７および図９に示すように、突起部２１および２２は、それ
ぞれ、フレーム２０の矢印Ｙ１方向の端部側から矢印Ｙ２方向の端部側に向かって徐々に
厚みが増加するように構成されている。また、突起部２１および２２には、それぞれ、図



(6) JP 5327060 B2 2013.10.30

10

20

30

40

50

２に示すように、矢印Ｙ１方向の端部側から矢印Ｙ２方向の端部側に厚みの増加に伴って
所定の角度θで傾斜する傾斜面部２１ａおよび２２ａが設けられている。また、突起部２
１および２２には、それぞれ、傾斜面部２１ａおよび２２ａの矢印Ｙ２方向側の端部に底
面支持部２１ｂおよび２２ｂが設けられている。突起部２１および２２は、それぞれ、図
７および図９に示すように、矢印Ｘ１方向および矢印Ｘ２方向側から見て、矢印Ｙ２方向
側から矢印Ｙ１方向側に向かってテーパ状に先細る楔形形状を有するように構成されてい
る。なお、底面支持部２１ｂおよび２２ｂは、本発明の「底部支持部」の一例である。
【００２７】
　上記のように突起部２１および２２を構成することによって、図５および図６に示すよ
うに、フレーム２０および液晶表示部１０を立てた状態で突起部２１の底面支持部２１ｂ
および突起部２２の底面支持部２２ｂによりフレーム２０を支持可能である。この場合、
液晶表示部１０の表示は、矢印Ｙ２方向側が下方向になるように表示される。また、図７
～図９に示すように、突起部２１および２２は、それぞれ、フレーム２０および液晶表示
部１０を寝かせた状態で、フレーム２０および液晶表示部１０を載置面１００に対して所
定の角度θ傾斜させた状態でフレーム２０を支持可能である。なお、この場合、液晶表示
部１０の表示は、矢印Ｙ１方向側が下方向になるように表示される。
【００２８】
　また、上記のように突起部２１および２２を構成することによって、図３に示すように
、突起部２１および２２は、フレーム２０および液晶表示部１０の長手方向（Ｘ方向）を
横向きにして両手で把持可能である。この場合、突起部２１は、ユーザの右手の人差し指
などが添えられた状態で把持されるとともに、突起部２２は、ユーザの左手の人差し指な
どが添えられた状態で把持される。また、図４に示すように、突起部２２は、フレーム２
０および液晶表示部１０の長手方向（Ｘ方向）を縦向きにして片手（左手）で把持可能で
ある。この場合、突起部２２は、ユーザの中指が突起部２２の矢印Ｘ１方向側のライン（
図４の破線部分）に添えられた状態で把持される。
【００２９】
　また、図２に示すように、傾斜面部２１ａおよび２２ａのそれぞれの矢印Ｙ１方向側の
端部近傍には、ゴム足４０が取り付けられている。また、傾斜面部２１ａと底面支持部２
１ｂとを接続する曲面部２１ｃ、および、傾斜面部２２ａと底面支持部２２ｂとを接続す
る曲面部２２ｃには、それぞれ、ゴム足４１が取り付けられている。なお、ゴム足４１は
、本発明の「底部支持部」の一例である。上記のようにゴム足４０および４１を設けるこ
とにより、液晶表示部１０およびフレーム２０を寝かせた状態（図７～図９の状態）で携
帯情報表示端末１を載置面１００に載置した場合に、ゴム足４０および４１が載置面１０
０と接触するので、携帯情報表示端末１を安定した状態で載置面１００に載置することが
可能となる。また、液晶表示部１０およびフレーム２０を立てた状態（図５および図６の
状態）で携帯情報表示端末１を載置面１００に載置した場合に、ゴム足４１が載置面１０
０と接触するので、携帯情報表示端末１を安定した状態で載置面１００に載置することが
可能となる。また、ゴム足４０および４１は、液晶表示部１０の長手方向（Ｘ方向）を横
向きにして両手で把持された場合（図３の場合）に、人差し指がゴム足４１に添えられる
とともに、小指がゴム足４０に添えられることにより、滑り止めとなるようにも構成され
ている。
【００３０】
　また、本実施形態では、突起部２３は、フレーム２０の短手方向（Ｙ方向）の矢印Ｙ２
方向端部近傍で、かつ、突起部２１および２２の間に設けられている。また、突起部２３
は、液晶表示部１０が設けられている面とは反対方向に突出する凸形状を有しており、突
起部２１および２２とは独立して突起部２１および２２が突出する方向と同様の方向に突
出している。この突起部２３の内部には、携帯情報表示端末１の電源を供給するための充
電可能な二次電池（リチウムイオン電池）が内蔵（収納）されている。
【００３１】
　また、突起部２３には、傾斜面部２１ａおよび２２ａと略同じ傾斜角度で傾斜する傾斜
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面部２３ａが設けられている。また、突起部２３には、傾斜面部２３ａの矢印Ｙ２方向側
端部とフレーム２０の液晶表示部１０が設けられている部分近傍とを接続する底面支持部
２３ｂが設けられている。この底面支持部２３ｂは、突起部２１および２２の底面支持部
２１ｂおよび２２ｂと略同一平面上に位置するように構成されている。なお、底面支持部
２３ｂは、本発明の「底部支持部」の一例である。上記のように突起部２３を構成するこ
とによって、フレーム２０および液晶表示部１０を立てた状態（図５および図６参照）で
、突起部２１の底面支持部２１ｂおよび突起部２２の底面支持部２２ｂと共に底面支持部
２３ｂによりフレーム２０を支持可能である。また、突起部２３は、フレーム２０および
液晶表示部１０を寝かせた状態（図７～図９参照）で、突起部２１および２２と共にフレ
ーム２０および液晶表示部１０を載置面１００に対して所定の角度θ傾斜させた状態でフ
レーム２０を支持可能である。
【００３２】
　また、突起部２１および２２の傾斜面部２１ａおよび２２ａには、それぞれ、音声を出
力するための開口部２１ｄおよび２２ｄが設けられている。開口部２１ｄおよび２２ｄの
内部には、それぞれ、図示しないスピーカが内蔵されている。この図示しないスピーカは
、たとえば、各種警告音、各種音声ファイル、音楽再生、ビデオ再生、ボイスチャット、
ビデオチャットおよびインターネットラジオ再生時などの音声を出力する機能を有する。
【００３３】
　また、突起部２２の矢印Ｘ１方向側の部分には、電源スイッチ３１および音量スイッチ
３２が設けられている。電源スイッチ３１は、押圧することにより主電源および画面表示
のオンおよびオフ可能に構成されている。具体的には、電源スイッチ３１は、長押しされ
た場合に、携帯情報表示端末１の主電源をオンまたはオフにするように構成されている。
また、電源スイッチ３１は、長押しよりも短い押圧時間で押圧（短押し）された場合に、
液晶表示部１０の画面表示をオンまたはオフに切り替えるように構成されている。
【００３４】
　また、音量スイッチ３２は、電源スイッチ３１の矢印Ｙ２方向側に設けられており、開
口部２１ｄおよび２２ｄから出力されるスピーカ（図示せず）などの音量の上げ下げを行
う機能を有する。音量スイッチ３２は、シーソー式のスイッチであり、第１スイッチ部３
２ａおよび第２スイッチ部３２ｂを有する。第１スイッチ部３２ａおよび第２スイッチ部
３２ｂの一方を押下することにより音量を上げることが可能であり、第１スイッチ部３２
ａおよび第２スイッチ部３２ｂの他方を押下することにより音量を下げることが可能であ
る。また、音量スイッチ３２は、後述する音声ケーブル接続部５４（図５参照）にイヤホ
ン（図示せず）またはヘッドホン（図示せず）などが接続されている場合には、イヤホン
（図示せず）またはヘッドホン（図示せず）などから出力される音量の上げ下げを行うよ
うに構成されている。また、音量スイッチ３２は、後述するＨＤＭＩ接続部５３（図５参
照）にテレビジョン装置（図示せず）などが接続されている場合には、テレビジョン装置
（図示せず）の音声制御を直接的に行わずに、ＨＤＭＩ接続部５３から出力される音声デ
ータの音量レベルの上げ下げを行うように構成されている。
【００３５】
　また、液晶表示部１０の矢印Ｘ２方向側の部分には、図１に示すように、情報処理装置
モード用各種スイッチ３３が設けられている。情報処理装置モード用各種スイッチ３３は
、それぞれ、メール、ビデオおよびボイスチャットおよびＩＰ電話など、オーディオ機器
類（図示せず）のリモコン操作モード時以外の情報処理装置モードで使用されるスイッチ
である。また、情報処理装置モード用各種スイッチ３３の矢印Ｘ２方向側の近傍には、４
方向移動スイッチ３４（選択スイッチ）が設けられている。また、４方向移動スイッチ３
４の中心部分には、決定スイッチ３５が設けられている。これら４方向移動スイッチ３４
および決定スイッチ３５は、それぞれ、リモコン操作モードおよび情報処理装置モードの
両方で使用可能に構成されている。４方向移動スイッチ３４は、液晶表示部１０などに表
示された所定のコマンドを選択するように構成されているとともに、決定スイッチ３５は
、選択されたコマンドを決定するように構成されている。
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【００３６】
　また、４方向移動スイッチ３４の矢印Ｙ２方向側には、リモコン操作モードと情報処理
装置モードとを切替可能なリモコンモード遷移スイッチ３６が設けられている。また、４
方向移動スイッチ３４の矢印Ｙ１方向側には、リモコンモードにおけるリモコン操作対象
機器（テレビなど）の表示部にＯＳＤ表示された操作画面を現在の状態から１つ前の状態
に戻すための戻る機能スイッチ３７が設けられている。
【００３７】
　また、図５に示すように、フレーム２０の矢印Ｘ１方向側の側面部２４には、複数の接
続部５０が設けられている。この接続部５０は、２つのＵＳＢ接続部５１および５２と、
ＨＤＭＩ接続部５３と、音声ケーブル接続部５４と、電源コネクタ５５とを含んでいる。
【００３８】
　２つのＵＳＢ接続部５１および５２は、それぞれ、図示しないＵＳＢケーブルを介して
外部機器（図示せず）と接続するために設けられている。また、ＨＤＭＩ接続部５３は、
図示しないＨＤＭＩケーブルを介してテレビジョン装置（図示せず）などと接続された場
合に、テレビジョン装置（図示せず）などに対して映像および音声データを送信可能に構
成されている。なお、ＨＤＭＩ接続部５３が図示しないＨＤＭＩケーブルを介してテレビ
ジョン装置（図示せず）などと接続された場合には、上述した開口部２１ｄおよび２２ｄ
の内部に内蔵された図示しないスピーカから音声が出力されず、テレビジョン装置（図示
せず）などのスピーカから音声が出力される。また、音声ケーブル接続部５４は、イヤホ
ン（図示せず）またはヘッドホン（図示せず）などを接続可能に構成されている。また、
電源コネクタ５５は、携帯情報表示端末１に電力を取り入れるために設けられている。
【００３９】
　本実施形態では、上記のように、フレーム２０の液晶表示部１０が設けられる表面とは
反対側の表面に、一方端部側（矢印Ｙ２方向側）に他方端部側（矢印Ｙ１方向側）よりも
厚みの大きい突起部２１、２２および２３を一体的に設けることによって、フレーム２０
および液晶表示部１０を寝かせた状態の場合に、フレーム２０の液晶表示部１０が設けら
れる表面とは反対側で突起部２１、２２および２３がフレーム２０を支持するので、液晶
表示部１０が載置面１００に対して一方端部側（矢印Ｙ２方向側）が高くなるように所定
の角度θ傾斜しかつ液晶表示部１０が上方（ユーザ側）を向いた状態で安定してフレーム
２０を支持することができる。また、フレーム２０および液晶表示部１０を立てる場合に
、フレーム２０の一方端部側（矢印Ｙ２方向側）の突起部２１、２２および２３に底部支
持部（底面支持部２１ｂ、２２ｂおよび２３ｂ、ゴム足４１）を設けることによって、フ
レーム２０の一方端部側（矢印Ｙ２方向側）を載置面１００に載置した状態でかつ液晶表
示部１０を立てた状態でフレーム２０を支持することができる。これにより、少なくとも
立てた状態および寝かせた状態の両方の状態で安定して支持可能でかつ使用可能な携帯情
報表示端末１を得ることができる。
【００４０】
　また、本実施形態では、上記のように、フレーム２０の長手方向（Ｘ方向）の端部近傍
に、フレーム２０および液晶表示部１０の長手方向（Ｘ方向）を横向きにした状態でフレ
ーム２０を手で把持するための把持部分を構成可能な突起部２１および２２を設けること
によって、ユーザは、フレーム２０および液晶表示部１０を立てた状態、および、フレー
ム２０および液晶表示部１０を寝かせた状態のみならず、フレーム２０の突起部２１およ
び２２を手で把持した状態で携帯情報表示端末１を操作することができる。
【００４１】
　また、本実施形態では、上記のように、突起部２１および２２を、フレーム２０の長手
方向（Ｘ方向）の両端部近傍に設けることによって、フレーム２０の長手方向（Ｘ方向）
の両端部近傍に設けられた２箇所の突起部２１および２２を両手で把持することにより、
ユーザは安定した状態で携帯情報表示端末１を把持することができる。
【００４２】
　また、本実施形態では、上記のように、突起部２１および２２を、フレーム２０の他方
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端部側（矢印Ｙ１方向側）から一方端部側（矢印Ｙ２方向側）に向かって徐々に厚みが増
加するように設けることによって、フレーム２０および液晶表示部１０を寝かせた場合に
、フレーム２０の他方端部側（矢印Ｙ１方向側）から一方端部側（矢印Ｙ２方向側）に向
かって徐々に高くなるように、フレーム２０および液晶表示部１０を載置面１００に対し
て所定の角度θ傾斜させた状態でフレーム２０を支持することができる。
【００４３】
　また、本実施形態では、上記のように、フレーム２０の長手方向（Ｘ方向）と略直交す
るフレーム２０の短手方向（Ｙ方向）の一方（矢印Ｙ２方向）端部近傍に設けられた突起
部２３を設けることによって、フレーム２０の短手方向（Ｙ方向）の一方（矢印Ｙ２方向
）端部近傍に設けられた突起部２３により、フレーム２０および液晶表示部１０を立てた
状態、および、フレーム２０および液晶表示部１０を寝かせた状態の両方で、フレーム２
０を支持することができる。
【００４４】
　また、本実施形態では、上記のように、突起部２３を、フレーム２０の短手方向（Ｙ方
向）の一方（矢印Ｙ２方向）端部近傍から突出する凸形状に設けることによって、フレー
ム２０の短手方向（Ｙ方向）の一方（矢印Ｙ２方向）端部から突出する凸形状により、フ
レーム２０および液晶表示部１０を寝かせた場合に、フレーム２０の短手方向（Ｙ方向）
の一方（矢印Ｙ２方向）端部が高くなるように、フレーム２０および液晶表示部１０を載
置面１００に対して所定の角度θ傾斜させた状態でフレーム２０を支持することができる
。
【００４５】
　また、本実施形態では、上記のように、突起部２３を、内部に電池を収納可能なように
構成することによって、突起部２３を、フレーム２０を支持する支持部分および電池収納
部として兼用することができる。また、突起部２３を、内部に電池を収納可能なように構
成することによって、液晶表示部１０およびフレーム２０を立てた状態で携帯情報表示端
末１を載置面１００に載置した場合に、重量物である二次電池が収納された突起部２３が
載置面１００の近傍に位置するので、フレーム２０および液晶表示部１０を立てた状態に
おける携帯情報表示端末１の重心を載置面１００側に下げることができる。これにより、
フレーム２０および液晶表示部１０を立てた状態でも、より安定してフレーム２０を支持
することができる。
【００４６】
　また、本実施形態では、上記のように、液晶表示部１０を、使用状態に応じて表示の方
向を変更可能に構成することによって、ユーザはフレーム２０および液晶表示部１０の載
置の状態に関わらず、使用状態に応じた表示を視認することができる。
【００４７】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が
含まれる。
【００４８】
　たとえば、上記実施形態では、フレームを手で把持するための突起部をフレームの長手
方向の両端部に設けた例について示したが、本発明はこれに限られない。フレームを手で
把持するための突起部をフレームの長手方向の一方側端部に設けるようにしてもよい。
【００４９】
　また、上記実施形態では、突起部（２１および２２）をフレームの短手方向の一方側か
ら他方側に向かって徐々に厚みが増加するように構成した例について示したが、本発明は
これに限られない。図１０に示す上記実施形態の変形例のように、フレームおよび液晶表
示部を載置面に対して所定の角度傾斜させた状態でフレームを支持することが可能であれ
ば、たとえば、突起部１２１をフレーム１２０の短手方向（Ｙ方向）の一方側（矢印Ｙ２
方向側）のみに設けるようにしてもよい。この突起部１２１は、フレーム１２０の長手方
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向（Ｘ方向）に延びるように構成されている。
【００５０】
　また、上記実施形態では、フレームを手で把持するための突起部（２１および２２）を
フレームの長手方向の両端部に設けた例について示したが、本発明はこれに限られない。
フレームを手で把持するための突起部をフレームの短手方向の少なくとも一方端部側に設
けるようにしてもよい。
【００５１】
　また、上記実施形態では、突起部２１および２２と、突起部２３とを独立した突起形状
に構成した例について示したが、本発明はこれに限られない。たとえば、突起部２１、２
２および２３が一体的な突起形状を有するように構成してもよい。
【００５２】
　また、上記実施形態では、突起部を液晶表示部の長手方向の両端部と短手方向の一方端
部に設けた例について示したが、本発明はこれに限られない。たとえば、フレームの液晶
表示部が設けられている表面とは反対側の表面全体に短手方向に所定の角度傾斜した突起
部を設けることにより、フレームおよび液晶表示部を載置面に対して所定の角度傾斜させ
た状態でフレームを支持可能に構成するようにしてもよい。
【００５３】
　また、上記実施形態では、フレームにゴム足を設けた例について示したが、本発明はこ
れに限られない。上記実施形態のフレームに設けたゴム足の代わりに凸部をフレームと一
体的に設けてもよい。この場合、凸部は載置面に対して点接触するため、ガタ付くことな
く、安定してフレームを載置面に載置することが可能である。
【００５４】
　また、上記実施形態では、ＨＤＭＩ接続部にテレビジョン装置などが接続されている場
合において音量スイッチを操作した場合に、ＨＤＭＩ接続部から出力される音声データの
音量レベルの上げ下げを行うように構成した例について示したが、本発明はこれに限られ
ない。たとえば、ＨＤＭＩ接続部にテレビジョン装置などが接続されている場合に、音声
データの最大の音量レベルの情報量をＨＤＭＩ接続されているテレビジョン装置などに送
信するようにするとともに、音量スイッチにより音声データの音量レベルの上げ下げを行
えないようにしてもよい。この場合、ＨＤＭＩ接続されているテレビジョン装置の音量ス
イッチにより音量の調整を行うことが可能である。また、音声データの最大の情報量をＨ
ＤＭＩ接続されているテレビジョン装置などに送信することによって、テレビジョン装置
に送信される音声データの劣化を抑制することが可能となる。
【符号の説明】
【００５５】
　１　携帯情報表示端末
　１０　液晶表示部（表示部）
　２０　フレーム（筐体）
　２１、２２　突起部（支持部分、第１支持部分）
　２１ｂ、２２ｂ、２３ｂ　底面支持部（底部支持部）
　２３　突起部（支持部分、第２支持部分）
　４１　ゴム足（底部支持部）
　１００　載置面
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